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［別 添］

独立行政法人土木研究所業務方法書

第１章 総則

（目的）
第１条 独立行政法人土木研究所（以下「研究所」という。）の業務は、独立行政法
人通則法（平成１１年法律第１０３号。以下「通則法」という。）、独立行政法人
土木研究所法（平成１１年法律第２０５号。以下「法」という。）及びこれらの法
律に基づく命令によるほか、この業務方法書の定めるところにより行うものとする。

（業務運営の基本方針）
第２条 研究所は、法第３条の目的を達成するため、通則法第２９条の規定により国
土交通大臣から指示された中期目標に基づき、業務の効率的かつ効果的な運営に努
めるものとする。

第２章 業務の方法に関する事項

（調査、試験、研究及び開発）
第３条 研究所は、土木技術に関する調査、試験、研究及び開発（以下「試験研究
等」という。）を行うものとする。

（共同研究）
第４条 研究所は、試験研究等を効率的に実施するため必要な場合は、他の者と試験、
研究及び開発を分担し、技術及び知識を交換し、並びにその費用を分担して共同で
行う試験研究等（以下「共同研究」という。）を行うことができる。

（共同研究協定）
第５条 研究所は、前条の規定により共同で調査、試験、研究及び開発を行うときは、
研究所と共同して当該共同研究を行う者と共同研究協定を締結するものとする。

２ 共同研究協定においては、次の事項を定める。
（１）共同研究の名称
（２）共同研究の目的及び内容
（３）共同研究の実施場所
（４）共同研究の開始及び終了の時期
（５）経費の負担及び経理に関する事項
（６）成果の公表に関する事項
（７）共同研究の遂行が困難になったときの措置
（８）共同研究に使用する設備等の相互使用に関する事項
（９）共同研究の実施の結果得られた技術が特許権、実用新案権その他これに類す

る権利の対象となった場合の権利の帰属及びその実施方法
（10）その他必要な事項

（指導及び成果の普及）
第６条 研究所は、土木技術に関する指導及び成果の普及を行うものとする。
２ 研究所は、国、地方公共団体等の要請に基づき、技術に係る課題に対して指導、
助言を行うことができる。

３ 研究所は、次の方法により、試験研究等の成果の普及を行うものとする。
（１） 講演会、研究成果発表会等の開催
（２） 研究報告書の作成、配布、その他学会誌、専門技術誌等への発表
（３） 成果として取得した知的所有権の整備及びその積極的活用
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（４） その他成果の普及に適当と認められる方法
４ 第２項及び前項に定める必要な経費については、適正な対価を徴収するものとす
る。

（検定）
第７条 研究所は、委託に基づき、土木技術に関する検定を行うものとする。
２ 検定に必要な経費については、適正な対価を徴収するものとする。

（重要な河川工作物等の試験研究等の受託）
第８条 研究所は、委託に基づき、重要な河川工作物についての調査、試験、研究及
び開発を行い、並びに土木に係る建設資材及び建設工事用機械についての特別な調査、
試験、研究及び開発を行うものとする。

（特殊な工作物の設計の受託）
第９条 研究所は、国の委託に基づき、国土交通省の施行する建設工事で、法第１１
条第５号の建設工事を定める政令（平成１２年政令第３２８号）で定めるものに係
る特殊な工作物の設計を行うものとする。

（その他の試験研究等の受託）
第１０条 研究所は、前２条に定めるもののほか、委託に基づいて行う試験研究等の
業務の受託（以下「受託業務」という。）を行うことができる。

（試験研究等の受託契約）
第１１条 研究所は、前３条に規定する試験研究等の業務の委託を受けようとすると
きは、委託者と受託契約を締結するものとする。

２ 前項の契約においては、次の事項について定めるものとする。
（１） 受託業務の名称、種類及び金額
（２） 受託業務の目的及び内容
（３） 受託業務の場所
（４） 受託業務の開始及び終了の時期
（５） 経費の負担及び経理に関する事項
（６） 委託者の提供に係る不動産、資器材等に関する事項
（７） 研究所が、受託業務によって製造し、取得し又は効用を増加させた土地、建物、

構築物、機械装置、工具、器具、備品及び製品等の試験研究等の終了後の帰属
（８） 受託業務の実施の結果得られた成果が、特許権、実用新案権又は意匠権の対象

となったときの権利の帰属及びその実施の方法
（９） 契約の変更に関する事項
（10） その他必要と認められる事項

（経費の負担額）
第１２条 委託者が負担するべき経費については、別に定めるところにより算出した
額とする。

第３章 国土交通大臣の指示による業務に関する事項

（国土交通大臣の指示）
第１３条 災害の発生、その他特別な事情により急施を要すると認められる場合にお
いては、国土交通大臣の指示により法第１１条第１号又は第２号の業務のうち必要
な業務を実施するものとする。

２ 業務の実施に必要な経費については、適正な対価を徴収するものとする。
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第４章 業務の委託に関する基準

（業務の委託）
第１４条 研究所は、自ら実施することが効率的でないと認める試験研究等の業務を、
他に委託することができる。

（委託契約）
第１５条 研究所は、試験研究等の業務の委託をしようとするときは、受託者と委託
契約を締結するものとする。

２ 前項の契約においては、次の事項について定めるものとする。
（１） 委託業務の名称、種類及び金額
（２） 委託業務の目的及び内容
（３） 委託業務の場所
（４） 委託業務の開始及び終了の時期
（５） 経費の負担及び経理に関する事項
（６） 委託者の提供に係る不動産、資器材等に関する事項
（７） 委託業務を適正に遂行させるための措置
（８） 受託者が委託費によって製造し、取得し又は効用を増加させた土地、建物、構

築物、機械装置、工具、器具、備品及び製品等の試験研究等の終了後の帰属
（９） 委託業務の実施の結果得られた技術が、特許権、実用新案権又は意匠権の対象

となったときの権利の帰属及びその実施の方法
（10） 契約の変更に関する事項
（11） その他必要と認められる事項

第５章 競争入札その他の契約に関する基本的事項

（一般競争契約）
第１６条 売買、貸借、請負その他の契約を締結する場合においては、次条及び第１８
条に定める場合を除き、公告して申込みをさせることにより、競争に付さなければな
らない。

２ 前項の競争に付する場合においては、あらかじめ、次の事項について定めるもの
とする。

（１）競争に加わろうとする者に必要な資格
（２）公告の方法
（３）その他競争について必要な事項

（指名競争契約）
第１７条 契約の性質又は目的により競争に加わるべき者が少数で前条で定める競争
に付する必要がない場合及び同条の競争に付することが不利と認められる場合にお
いては、指名競争に付するものとする。

２ 契約に係る予定価格が少額である場合、その他研究所の業務運営上特に必要があ
る場合においては、指名競争に付するものとする。

（随意契約）
第１８条 契約の性質又は目的が競争を許さない場合、緊急を要する場合で競争に付
することができない場合及び競争に付することが不利と認められる場合においては、
随意契約によるものとする。

２ 契約に係る予定価格が少額である場合、その他研究所の業務運営上特に必要があ
る場合においては、前２条の定めにかかわらず、随意契約によることができる。

（落札者の決定等）
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第１９条 競争に付する場合においては、契約の目的に応じ、予定価格の制限の範囲
内で最高又は最低の価格をもって申込みをした者を契約の相手方とするものとする。

第６章 その他必要な事項

（施設等の貸与）
第２０条 研究所は、施設等を貸し付けようとするときは、借受人と施設等貸与契約
を締結するものとする。

２ 前項の契約においては、次の事項について定めるものとする。
（１） 貸与施設の名称
（２） 使用目的
（３） 貸与期間
（４） 使用場所
（５） 貸付料の額及び支払いの方法
（６） 使用上の制限
（７） 施設等を毀損し、又は滅失したときの措置
（８） その他必要と認められる事項

（施設等の貸付料）
第２１条 研究所は、施設等を貸し付けるときは、適正な対価を徴収するものとする。

（その他の業務の方法）
第２２条 研究所は、この業務方法書に定めるもののほか、その業務に関し必要な事
項については、別に定める。

２ 前項の定めをしたときは、遅滞なく、国土交通大臣に届け出るものとする。これ
を変更したときも、同様とする。

附 則
この業務方法書は、平成１３年４月１日から適用する。


